
1 資 料 編 
 

● 実行計画と連携する政策領域別計画 
 

本計画における政策体系のうち、一定の政策分野を担い、施策の目標や、その達成に向けた、より

具体的な事務事業の取組計画をとりまとめたものとして、さまざまな政策領域別計画があります。 

 

政策領域別計画 

総合計画と連携

一定の政策分野について

の具体的な取組計画 
７つの基本政策に基づく施策計画

実 行 計 画 

７つの基本政策に基づく政策体系

総  合  計  画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各基本政策と政策領域別計画の関係は次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○観光振興プラン ○シティセールス戦略プラン ○文化芸術振興計画 ○多摩川プラン 

○第２次川崎市情報化基本計画  

○川崎港港湾計画 ○道路整備プログラム 

○産業振興プラン ○工業用水道事業の中長期展望 ○工業用水道事業の再構築計画 

○科学技術振興指針 ○地域商業振興ビジョン ○福祉産業振興ビジョン 

○新エネルギービジョン ○川崎市知的財産戦略 ○臨海部再編整備基本方針 

○特定健康診査等実施計画 ○かわさき健康づくり２１ ○食育推進計画 

○地域保健医療計画 ○病院事業経営健全化計画 

○次世代育成支援対策行動計画  ○教育プラン ○保育基本計画（改訂版） 

○保育緊急５か年計画 ○健やか親子２１ ○青少年プラン ○特別支援教育推進計画 

○川崎市人権施策推進基本計画 ○子どもの権利に関する行動計画 ○男女平等推進行動計画

○環境基本計画 ○地球温暖化対策地域推進計画 ○一般廃棄物処理基本計画  

○かわさき生ごみリサイクルプラン ○産業廃棄物処理指導計画 ○河川水質管理計画 

○緑の基本計画 ○地下水保全計画 ○「農」の新生プラン 

○第２期地域福祉計画 ○第３期介護保険事業計画・高齢者保健福祉計画 

○ノーマライゼーションプラン ○障害福祉計画 ○ホームレス自立支援実施計画  

まちづくり 

輝く 

個性と魅力が 

まちづくり 

よる市民自治の 

参加と協働に 

躍動する 

まちづくり 

活力にあふれ 

環境を守り 

自然と調和した

まちづくり 

 

 

人を育て 

心を育む 

まちづくり 

共に支える 

まちづくり 

  幸せな暮らしを 

○消費者行政推進計画 ○耐震改修促進計画 ○下水道事業中期経営計画 ○景観計画 

○住宅基本計画 ○都市計画マスタープラン ○川崎市バス事業「ニュー・ステージプラン」

○水道事業の中長期展望 ○水道事業の再構築計画 

安全で快適に 

暮らす 

まちづくり    

基本政策と政策領域別計画
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基本政策Ⅰ「安全で快適に暮らすまちづくり」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画期間

策定・改定年度

消費者行政推進計画

耐震改修促進計画

下水道事業中期経営計画

景観計画

住宅基本計画

都市計画マスタープラン

川崎市バス事業「ニュー・ステージプラン」

水道事業の中長期展望

水道事業の再構築計画

・Ⅰ-２-(４)-①、Ⅰ-５-(２)

・Ⅳ-２-(１)-⑤

下水道事業が今後の社会経済環境の変化に適切に対応していくた

め、基本方針、経営の健全化に向けた取組、収支計画などを盛り

込んだ計画
2007

・Ⅰ-３-(２)

2008～2010

住宅を取り巻く状況の変化に対応し、誰もが安心して地域で住み

続けられる居住環境の整備や市民の多様なニーズに的確に応えら

れる住宅市場の活用など、住宅政策の基本指針を示すための計画

2005～2014

2005

2007～2027

・Ⅰ-３-(１)-①、②

・Ⅰ-１-(１)

消費者を取り巻く環境を的確に捉え、中期的な視点から市全体で

取り組むべき課題や方向性を明確にし、消費者行政を総合的・体

系的に推進するための計画

2007～2015

・Ⅰ-２-(２)、Ⅰ-３-(２)

関連する政策領域

2008～2010

2007

計画名及び計画概要

大規模地震による建築物の倒壊等の被害を未然に防止し、市民の

生命財産の保護を目的として、既存不適格建築物の耐震性の向上

を図るため、住宅及び特定建築物の耐震化の目標を2015年まで

に90%とする計画。

・Ⅰ-３-(３)-①、②

・Ⅰ-４-(３)-①、③

2005～2009

2006～2026

2006

2005

2007

市バス事業が公営バスとしての意義・役割を果たしていくため

に、計画期間中を集中改革期間として経営改善を行い、「赤字補

てん的な補助金」に頼らずに単年度収支均衡を図り、計画期間後

の安定的かつ自立した経営の確立をめざした計画

地域のまちづくりの課題に対する効果的・効率的な解決に向け、

めざすべき都市像やまちづくりの基本的方向など今後の都市計画

の基本的方針を定め、計画的な都市計画行政や市民との協働によ

るまちづくりの指針とするための計画

200６～2009

市民・事業者・市の協働により、地域特性を活かした身近な景観

づくりや個性と魅力ある景観づくりを推進するため、方針や行為

の制限などを定めた計画
2007

・Ⅰ-５-(１)

将来需要に基づく適正な事業規模とすることを基本に、施設及び

執行体制のあり方、環境への配慮、使用者負担のあり方などにつ

いて、中長期的な構想に基づき効率的で効果的な事業執行を確保

するための計画 2005

200６～2009

・Ⅰ-５-(１)

中長期展望の実施計画として、健全な経営基盤の確立のため、給

水能力の見直しを主軸とし、施設形態のあり方や事業執行体制の

再編などの取組を推進するための計画
2006
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基本政策Ⅱ「幸せな暮らしを共に支えるまちづくり」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画期間

策定・改定年度

第２期地域福祉計画

第３期介護保険事業計画・高齢者保健福祉計画

ノーマライゼーションプラン

障害福祉計画

ホームレス自立支援実施計画

特定健康診査等実施計画

かわさき健康づくり21

食育推進計画

地域保健医療計画

病院事業経営健全化計画

計画名及び計画概要 関連する政策領域

2005～2009

・Ⅱ-５-(２)

市立病院が公立病院として市民に信頼され、安全で安心できる質

の高い医療を継続的・効率的に提供することを目標に、病院事業

の経営健全化を推進するための計画。（2008年度中に国の「公

立病院改革ガイドライン」に基づく新たな計画を策定予定） 2005

2008～2010

・Ⅱ

1997～2010

社会福祉法に基づき、地域福祉活動への住民参加の促進に向けた

基盤整備などを実施するための計画

2007

2006～2008

・Ⅱ-１-(２)、(３）、(４)

老人福祉法及び介護保険法の規定に基づき、地域における高齢者

保健福祉事業及び介護給付対象サービス全般にわたる総合的な供

給の促進を図るための計画
2005

・Ⅱ-２

障害のある人の地域生活の支援を推進する目的で、障害者関連の

施策を総合的に体系化し、障害のある人も無い人も共に暮らせる

まちづくりをめざすための計画
2004

2007～2011

・Ⅱ-2

障害者自立支援法に基づき、障害のある人の地域生活の支援を推

進する障害者関連施策における具体的な数値目標を示した計画

2006

2004～2008

・Ⅱ-３-(１)-②

ホームレスの自立の支援等に関する特別措置法に基づき、これま

での緊急援護施策から自立支援施策へと転換し、ホームレスの自

立支援を総合的・効果的に実施するための計画
2004

2008～2012

・Ⅱ-３-(２)-①

本市国民健康保険被保険者に対し、メタボリックシンドローム

（内臓脂肪症候群）の該当者・予備群が2012年度までに10％減

少（2015年度までに25％減少）することを目標とし、中長期的

な医療費の伸びの適正化を図る計画 2007

2008～2010

・Ⅱ-４

かわさき健康都市宣言の行動計画として、また、国の健康日本

21の市町村計画として、市民が主体的に取り組む健康づくり運

動を社会全体で支える環境整備を推進するための計画
2007

2008～2012

・Ⅱ-４-(２)-①

食育基本法に基づく市町村計画として、市民、関係機関等と連携

して市民の健全な食生活を確立するための計画

2007

保健、医療のサービス供給体制の確立、総合的な健康増進体制及

び環境衛生体制の充実について、市民、関係機関、行政の役割分

担を明確にし、相互の連携を図りながら、保健医療の基盤づくり

や保健・医療・福祉の連携を推進するための計画 2007

2008～2012
・Ⅰ-１-(２)、Ⅰ-１-(３)-①、②、③

・Ⅱ-５
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基本政策Ⅲ「人を育て心を育むまちづくり」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画期間

策定・改定年度

次世代育成支援対策行動計画

教育プラン

保育基本計画（改訂版）

保育緊急５か年計画

健やか親子２１

青少年プラン

特別支援教育推進計画

川崎市人権施策推進基本計画

子どもの権利に関する行動計画

男女平等推進行動計画

2004

・Ⅲ-５

すべての市民が等しく人間として尊重される社会をめざして、人

権施策を総合的・計画的に推進するための計画

2001～2010

従来の障害児教育の対象だけでなく、ＬＤ、ＡＤＨＤ、高機能自

閉症等の障害のある児童生徒への対応を含め、一人ひとりの教育

的ニーズを把握し、適切な支援を行うための計画

次代を担う青少年が未来に希望を持ち、社会的に自立した人間と

してすこやかに成長するための共生・共育の社会づくりをめざ

し、青少年施策の基本的な方向性を明確にするための計画

男女が共に自立し、平等で快適に生きられる地域社会の実現をめ

ざし、快適な生活優先型社会の実現に向けた環境づくり、男女平

等推進のための意識啓発などの取組を、総合的に推進するための

計画

子どもの意見表明・参加を中心に、子どもの権利保障を図るため

の目標と取組を示すとともに、子どもにかかわる市民や市民グ

ループ等との連携・協働を進めることなどにより、子どもの権利

保障を総合的に推進するための計画

2005～2014

教育・学習、文化・スポーツなどの各分野にわたって、全ての市

民がいきいきと学びあうことのできる学習社会を実現するための

教育行政の基本的な計画
2004

2005～2014

2007～2011

2008～2010

2007

2007～2015

計画名及び計画概要 関連する政策領域

2005～2009次代の社会を担う子どもがすこやかに生まれ、育成される社会を

形成するため、社会全体ですべての子育て家庭を対象とした支援

を行えるように、市民、事業者、関係団体、行政などの各主体の

取組を推進するための計画 2004

・Ⅲ-１-(１)、Ⅲ-２、Ⅲ-３

・Ⅵ-１-(３)、Ⅵ-２-(１)

・Ⅲ-１-(１)-②、③

・Ⅲ-１-(１)-⑤、Ⅲ-１-(３)

・Ⅲ

2007

・Ⅲ-５-(２)-①

2007

2004～2008

・Ⅲ-５-(１)-②

・Ⅲ-２-(１)

・Ⅲ-１-(２)

2004

2008～2010

2000

母子保健の国民運動計画として策定された国の健やか親子２１に

基づき、地域のなかで、子どもと親が健康で元気に育ち、いきい

きと楽しい子育てができるよう環境整備を推進するための計画
2008

市内全域における人口増加傾向や女性の就労機会の増大等によ

り、増加する保育需要や多様化する保育ニーズに対応するため、

在宅児を含めた子育て支援策を総合的に推進するための計画
2006

2007～2011

・Ⅲ-１-(１)-③

「保育基本計画（改訂版）」における基本的理念など踏まえなが

ら、待機児童の解消施策にとどまらず、人口急増地域の新たな保

育需要への対応に加え、女性の就労形態等の多様化も考慮した保

育受入に関する各事業の事業量を示した計画
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基本政策Ⅳ「環境を守り自然と調和したまちづくり」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画期間

策定・改定年度

環境基本計画

地球温暖化対策地域推進計画

一般廃棄物処理基本計画

かわさき生ごみリサイクルプラン

産業廃棄物処理指導計画

河川水質管理計画

緑の基本計画

地下水保全計画

「農」の新生プラン

「農」のあるライフスタイルをめざして、市民とつくるかわさき

農業の振興、農に親しむしくみの確立、多面的な機能を発揮する

都市農地の保全と活用を推進するための計画

・Ⅳ-３-(４)

・Ⅴ-１-(５)

2005～2014

2004

計画名及び計画概要 関連する政策領域

1994～2010

・Ⅳ

環境基本条例に定める環境政策の理念を実現するため、同条例に

基づき、本市の環境行政を総合的かつ計画的に推進するための計

画
2002

2004～2010

・Ⅳ-１-(１)

地球温暖化問題に対処するため、温室効果ガス排出目標を設定

し、市民・事業者・学校・行政の各主体による、温室効果ガス削

減の取組の推進を図るための計画
2003

2005～2014

・Ⅳ-１-(２)、Ⅳ-２-(２)

地球環境にやさしい持続可能な循環型のまちづくりをめざし、市

民・事業者・行政が環境への意識を共有するとともに、ごみの減

量・リサイクルの推進と環境への負荷を低減する循環型社会の構

築を図るための計画 2005

2007～2015

・Ⅳ-１-(１)-②、Ⅳ-１-(２)-①

持続可能な循環型の生ごみリサイクルシステムの構築をめざし、

市民・事業者・市が協働して、生ごみの発生・排出抑制や、資源

としての生ごみの有効活用を推進することにより、生ごみの減量

を図るための計画 2006

2006～2010
・Ⅳ-１-(２)-①

・Ⅳ-２-(２)-⑤

環境への負荷を出来る限り低減するため、最終処分量の削減をめ

ざし、産業廃棄物の発生抑制、資源化、適正処理を推進するため

の計画
2005

1993～2009
・Ⅳ-２-(１)-①

・Ⅵ-３

２１世紀に向けてよりよい快適環境の保全と創造をめざすため、

身近な川や親水施設の水質管理における環境目標等を定め、その

達成のための方策を総合的に体系化し、身近な水辺の環境改善を

着実に推進するための計画 1993

2008～2017
・Ⅳ-３

・Ⅵ-３

市域における緑の保全及び緑化の推進に係る施策を総合的かつ計

画的に推進するための計画

2007

2002～2010
・Ⅳ-３-(２)-③

・Ⅵ-３-(２)-①

湧水地の調査等による地下水状況の把握や、地下水揚水量の管理

など、水循環を考慮した総合的、計画的な地下水対策を実施し、

水循環の健全化を図るための計画
2004
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基本政策Ⅴ「活力にあふれ躍動するまちづくり」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画期間

策定・改定年度

産業振興プラン

工業用水道事業の中長期展望

工業用水道事業の再構築計画

科学技術振興指針

地域商業振興ビジョン

福祉産業振興ビジョン

新エネルギービジョン

川崎市知的財産戦略

臨海部再編整備基本方針

川崎港港湾計画

道路整備プログラム

・Ⅴ-４-(４)、(５)

2005

新たな地域産業構造の構築による地域経済の活力の増進、国際的

な交流拠点・機能の整備、交通体系の整備などによる臨海部の再

編整備に向けた取組を推進するための計画

市民生活支援産業の振興、高度研究開発・生産都市への展開、国

際経済・技術交流などにより、国際産業創造都市として成熟する

ことを目標として、産業政策全般を推進するための計画

高度な産業技術の蓄積、研究開発機能・人材の集積を活かしなが

ら、先端科学技術分野の研究開発の促進や連携基盤の強化、科学

技術教育の充実を図るための計画

地域生活のコアとなる商業への転換、まちづくりの観点による商

業環境づくり、魅力ある商業集積の形成などへの取組により、市

内の地域商業の活性化を図るための計画

2005～2010

知的財産を活用した産業振興の基本的な方向性を定め、企業・大

学・市民・行政の各々の役割を明らかにし、また、戦略的・体系

的な施策群としての「知的財産戦略推進プログラム」を構築し、

着実に実施していくための計画 2007

2008～2017

「自立」を基本テーマとした本市独自の福祉製品の基準である

「かわさき基準（ＫＩＳ）」の推進など、少子高齢社会化、市民

ニーズの変化及び社会環境の変化に応じた新たな産業として福祉

産業を振興するための計画 2007

・Ⅳ-３-(４)

・Ⅴ-１、Ⅴ-２、Ⅴ-３-(１)、Ⅴ-４-(１)

・Ⅵ-１-(１)

2005～2014

関連する政策領域

2005～2014

計画名及び計画概要

・Ⅴ-１-(１)-③、④、Ⅴ-２-(４)

2004

・Ⅴ-１-(３)

・Ⅵ-１-(１)

1996～2025

1996

2002～2006

2001

・Ⅴ-２-(４)-１

・Ⅳ-１-(１)-②

・Ⅴ-２-(３)

2008～2017
・Ⅱ-１-(４)-５

・Ⅴ-２-(２)-１

将来需要に基づく適正な事業規模とすることを基本に、施設及び

執行体制のあり方、環境への配慮、使用者負担のあり方などにつ

いて、中長期的な構想に基づき効率的で効果的な事業執行を確保

するための計画 2005

200６～2009

・Ⅴ-１-(１)-②

中長期展望の実施計画として、健全な経営基盤の確立のため、給

水能力の見直しを主軸とし、施設形態のあり方や事業執行体制の

再編などの取組を推進するための計画
2006

200６～2009

・Ⅴ-１-(１)-②

社会経済活動におけるエネルギー利用の効率化を図ると同時に、

新エネルギー導入や新エネルギー分野の創出・育成を推進するた

めの計画
2005

200８～201４

・Ⅴ-６-(２)

都市の骨格を形成し、円滑な都市活動を支える幹線道路の整備を

効率的・効果的に推進するための計画

2007

2000～2010港湾区域及び臨港地区に関する将来像と展開方法及び空間利用に

ついて定め、港湾の開発、利用及び保全等の方針や、港湾の能力

などの計画的な取組を推進するための計画
1999

・Ⅴ-４
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基本政策Ⅵ「個性と魅力が輝くまちづくり」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画期間

策定・改定年度

観光振興プラン

シティセールス戦略プラン

文化芸術振興計画

多摩川プラン

市民一人ひとりが川崎に愛着を持ち、胸を張って誇れる都市とな

るよう、都市イメージの向上をめざして、川崎の魅力を育て発信

するシティセールス戦略の基本的な方向性を明らかにするための

計画

・Ⅵ-１-(５)-①

・Ⅵ-２-(１)、(２)

2008

文化創造、情報の発信、人材育成を基本目標として、文化芸術を

持続的に振興する仕組みづくりと文化芸術活動を通じたまちづく

りを進めるための計画

関連する政策領域

2008～2013

2005～2014

2004

計画名及び計画概要

2005

・Ⅵ-１-(１)

かわさきというまちに誇りと愛着を持ち、かわさきの良さを広く

紹介するなど、人々が集い・交わる魅力的なまちづくりを効果的

に推進するための計画

2005～2014

2007～2015

・Ⅵ-３-(１)

市民の心のふるさとと呼べる多摩川を市民共有の財産としてとら

え、より豊かな河川空間の創出をめざして、市民協働による、よ

り魅力的で豊かな多摩川を持続的に育んでいけるしくみづくりを

推進するための計画 2007

 

 

 

 

 

基本政策Ⅶ「参加と協働による市民自治のまちづくり」 

 

 

 

 

 

 

計画期間

策定・改定年度

第2次川崎市情報化基本計画

・Ⅶ-３-(１)

参加型の地域ネットワーク社会の構築、情報環境の変化に対応し

た地域産業の活性化と高度化、市民本位の行政システムの構築な

どをめざし、情報化施策を総合的に進めるための計画

計画名及び計画概要 関連する政策領域

2006～2015

2006
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